
(H24.6.21追加）
（維管束植物）－緑化利用により影響の拡大が懸念されるもの
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H24-1

マメ メドハギ
（県外産・国
外産）

Lespedeza 
juncea  (L. fil.) 
Pers. var. 
subsessilis  
Miq

Z ○ ○ ○ ○

法面緑化に使用される外国産（兵庫県外
産）の在来種で、本来自生している在来
種との競合や遺伝的撹乱が危惧される。

H24-2

マメ ヤマハギ
（県外産・国
外産）

Lespedeza 
bicolor Z ○ ○ ○ ○ ○

法面緑化に使用される外国産（兵庫県外
産）の在来種で、本来自生している在来
種との競合や遺伝的撹乱が危惧される。

(H24.6.21削除）

41

クマツ
ヅラ

ヒメイワダレ Phyla incisa 
Small

Y ○ ○ ○

栄養繁殖が旺盛で、優占群落化が懸念
される。今後の影響が危ぶまれる。

（削除理由）外来種である本種を緑化に
使用することを推薦するわけではない
が、植栽後の影響（繁殖状況やその他の
植生に与える影響）を確認したところ、侵
略的植物とまでは見なせない状況である
ため削除する。
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△：古い記録、

　　不確実な情報、
　　可能性高いもの
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